
岡田　　聰  議員

将来の
　　人口減少対策は？

若者が魅力を
　　感じる町をめざす町長

【
岡
田
】
今
年
の
米
価
は

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ひ
と
め
ぼ

れ
と
も
２
８
０
０
円
の
大

幅
下
落
で
、
稲
作
農
家
は

大
打
撃
で
あ
る
。

　
肥
料
代
、
燃
料
代
な
ど

の
生
産
コ
ス
ト
は
上
が
っ

て
お
り
、
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
一
時
的
な
助
成
策
な
ど

考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
米
価
下
落
の

原
因
は
、
過
去
最
高
の

２
２
０
万
ト
ン
も
の
過
剰

米
と
、
１
人
あ
た
り
の
米

消
費
量
の
減
少
で
あ
る
。

　

国
は
、
ナ

※

ラ
シ
対
策
、

そ
れ
以
外
の
ナ
ラ
シ
移
行

の
た
め
の
円
滑
化
対
策
で

減
収
分
の
何
割
か
の
補ほ

填て
ん

、

そ
の
ほ
か
に
資
金
繰
り
対

策
も
行
っ
て
い
る
。
県
も
、

米
価
対
策
は
？

町長

適
正
在
庫
や
消
費
・

　
輸
出
拡
大
を
要
請
し
て
い
く

【
岡
田
】
日
本
創
成
会
議

が
発
表
し
た
２
０
４
０
年

の
各
自
治
体
の
推
計
人
口

は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

消
滅
の
恐
れ
の
あ
る
自
治

体
が
全
国
１
８
０
０
の
う

ち
８
９
６
に
も
な
り
、
本

町
は
県
内
で
５
番
目
に
高

い
。
ど
う
受
け
止
め
、
そ

の
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

【
町
長
】
人
口
減
少
、
高

齢
化
は
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
若
年
層
の
人
口
流
失

は
、
進
学
や
就
職
が
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

本
町
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
近
隣
市
町
村
や
鳥

取
県
な
ど
と
一
体
で
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

【
岡
田
】
何
も
手
を
打
た

な
け
れ
ば
本
当
に
消
滅
の

危
機
に
瀕ひ
ん

す
る
。
特
に
若

い
世
代
の
流
出
を
防
ぐ
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
若
者

が
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
雇
用
の
創
出
に

加
え
、
出
会
い
か
ら
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま

で
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ

る
。
若
者
に
と
っ
て
魅
力

的
な
町
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
、
人
口
減

少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を

か
け
た
い
。

子育てしやすい環境へ

無
利
子
融
資
制
度
を
創
設

し
た
。

　

町
と
し
て
、
所
得
の
補

償
的
な
支
援
は
で
き
な
い

が
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
適
正
な
在
庫
の
調
整

や
消
費
・
輸
出
の
拡
大
な

ど
、
国
への
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

【
岡
田
】
非
主
食
用
米
の

生
産
制
度
の
恒
久
化
を
要

請
し
て
は
。

【
町
長
】
県
・
関
係
団
体
・

町
村
会
な
ど
の
組
織
活
動

の
な
か
で
、
国
へ
求
め
て
い

く
。

ナ
※

ラシ対策
米の実際の販売価格による収入
額と標準収入額の差額の一部を
補填するもの。
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